
平 成 ２ ５ 年 ２ 月 １ ２ 日

垂 教 総 第 ４ ０ ９ 号

　　文部科学大臣　殿

　学校施設環境改善交付金交付要綱第８の１に基づき、施設整備計画における事後評価
の結果を報告します。

施設整備計画の事後評価について

鹿児島県垂水市長　尾脇　雅弥　　　　印
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①地震、津波等の災害に備えるための整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

目標

96.9

100.0

幼稚園

小学校

中学校

高等学校

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

学校区分

－

－

－

　平成21年度までに全ての学校の２次診断を行い、耐震性のないことが確認された小学校校舎及び体育館の耐震補強事業について、計画どおり実
施することができた。なお、残り１棟の水之上小学校の体育館については、平成27年度に不適格建物の改築として実施する予定である。
　また、中学校については、平成22年度から平成23年度（平成24年度への繰越も含む）にかけて大規模改造（老朽）工事と併せて計画どおり実施し
た。小学校は平成27年度に耐震化率100％となる予定である。
 他方、教育委員からは、小学校校舎の老朽化が著しいことから早急に内外壁の塗装等も考慮し、外壁等の改修を進めるべきであるとの指摘がなさ
れた。それを踏まえ平成25年度以降は、小学校の校舎外壁等の非構造部材に重点を置き、耐震化を進めていく。

特別支援学校

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

※この総括票については、計画年度終了時点における施設整備計画（計画を変更しているものについては、最終変更後の計画）
　に基づいた事後評価の結果を記入すること。
　また、その評価を行った施設整備計画を添付すること。

達成状況

96.9

耐震化率（％）

100.0

－

－

－



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

　中学校において、平成22年４月１日に垂水中学校、垂水南中学校、協和中学校及び牛根中学校が統廃合され、新たに垂水中央中学校が開校し
た。校舎は旧垂水中学校を使用しているが、校舎の老朽化や生徒増に対する普通学級数の確保のため、施設整備の計画を策定した。大規模改造
（老朽）工事については、計画どおり実施できたが、既設LAN工事については、事業費が下限額に達しなかったため、大規模改造工事に含んで実施
した。
　しかし、小学校においては校舎の老朽化が著しい中、手つかずの状態のため、計画的に大規模改造工事を進めるために今後、整備計画を作成し
ていく。
　また、平成21年来桜島昭和火口の火山活動が活発化して多量の降灰により教育環境に悪影響を及ぼすため、各小・中学校の普通教室等に空調
設備を平成22年度から平成23年度(平成24年度への繰越を含む)に設置した。今後は、定めた運用指針を基に、適正な運用がなされているかチェッ
クを行っていく。

該当なし

計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。

該当なし
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3

　施設整備計画に計画していた事業について、緊急性や優先度を考慮して計画どおりに実施できた。その中、教育委員から小学校の校舎等の施設
の老朽化が著しいので、安全・安心の観点からも早急に計画的に事業を進め、また、近年の多量の桜島降灰からこまめに施設等内外の降灰除去を
し、施設の維持管理に努めるべきとの意見があった。
　それを踏まえ、次年度以降については、中学校の施設環境整備が終わり次第、外壁等の非構造部材の耐震化事業を中心に計画的に実施してい
く。又、桜島降灰対策（公害（降灰））による空調設備については、今後とも効果的な運用に努め、教育効果が得られるよう運用していくこととする。

　平成24年12月21日に事務局において、事後評価を実施した。その結果を本市ホームページにて公表するとともにパブリックコメントの募集（平成24
年12月28日～平成25年１月27日まで）を行った。併せて教育委員にも意見を伺い、再度、定例教育委員会（平成25年２月12日開催）において事後評
価の承認を得る。

事後評価の時期及び方法について

事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について



1 垂水市公立学校等施設整備計画 都道府県名 鹿児島県

市 町 村 名 垂水市

2 垂水市

3 平成21年度～平成23年度

4

※この個別票については、計画の変更に伴い取り下げた事業も含めて、施設整備計画に計上したことのある全ての事業を計上すること。

事由 変更年月日

③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成24年8月10日

① 0501 地震補強 校 Ｒ ○ 平成22年3月26日

③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成24年3月19日

① 0501 地震補強 校 Ｒ ○ 平成22年10月25日

① 0501 地震補強 屋 Ｒ ○ 平成22年10月25日

③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成23年3月24日

① 0501 地震補強 校 Ｒ ○ 平成22年10月4日

③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成24年8月10日

① 0501 地震補強 校 Ｒ ○ 平成22年11月29日

① 0501 地震補強 屋 Ｒ ○ 平成22年11月29日

境小学校 ③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成24年3月15日

① 0501 地震補強 屋 Ｒ ○ 平成23年3月17日

③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成24年3月15日

③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成24年3月19日

① 0501 地震補強 校 Ｒ ○ 平成23年3月22日

③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成23年3月24日

③ 0601 大規模改造（補強） 校 Ｒ ○ 平成23年3月16日

③ 0602 大規模改造（老朽） 校 Ｒ ○ 平成23年3月16日

施設整備計画　事後評価シート（個別票）

計画名称

計画作成主体

備　　考
（事業を実施しなかった場合）

実施できなかった理由及び今後の方針
（事業を実施した場合）

竣工年月日

事業
実施
の

有無

構造
区分

建物
区分

事業名
事業
番号

整備
区分学校名

施設整備計画の変更

新城小学校

垂水中央中学校

垂水中央中学校

計画期間

個別事業一覧

垂水小学校

垂水小学校

協和小学校

協和小学校

協和小学校

柊原小学校

柊原小学校

境小学校

境小学校

牛根小学校

牛根小学校

水之上小学校

松ケ崎小学校

松ケ崎小学校



事由 変更年月日

備　　考
（事業を実施しなかった場合）

実施できなかった理由及び今後の方針
（事業を実施した場合）

竣工年月日

事業
実施
の

有無

構造
区分

建物
区分

事業名
事業
番号

整備
区分学校名

施設整備計画の変更

③ 0602 大規模改造（老朽） 校 Ｒ ○ 平成24年3月9日

③ 0610 大規模改造（既設LAN) 校 × 取下 平成23年9月14日

① 0501 地震補強 校 Ｒ ○ 平成24年12月21日

③ 0602 大規模改造（老朽） 校 Ｒ ○ 平成24年12月21日

③ 0702 公害（降灰） 校 － ○ 平成24年12月21日

垂水中央中学校

垂水中央中学校

垂水中央中学校
事業費が下限額に達しなかったため、大規模改造り
（老朽）事業の一部として実施。

平成23年９月14日付けの施設整備計画の
変更に伴い、当該事業を取り下げた

垂水中央中学校

垂水中央中学校


